
＜ 秋の日に、牛久自然観察の森を歩く ④クモ、その他の動物 ＞

秋の牛久自然観察の森、今回はクモやその他の動物たちです。

ジョロウグモは、園内で一番よく見か

けるクモではないでしょうか。私の背たけ
せ

をこえる高さまで網をはったものもいまし
あみ

た。ナツアカネを捕 食 中でした。その他、
ほしょくちゅう

ツクバトリカブトの花にまぎれてワカバ

グモがえものを待ちぶせていました。花

の入り口にも…と思ったら、こちらはおし

べでした。一見、松葉のように見えるオナガグモもいました。
ま つ ば

その他、アマガエルがまだ見られました。いつから冬眠に入るのでし
とうみん

ょう。ミシシッピアカミミガメも、岩の上でひなたぼっこ？水面に反射
はんしゃ

して赤いもようも確認できました。
かくにん

そろそろ帰ろうと思ったころ、

冬鳥のジョウビタキがつがいで
ふゆどり

現 れました。昨年はたくさん見ら
あらわ

れましたが、今年は少し遅い気がし
おそ

ます。 【理科支援員:宮内】
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地面から背たけをこえる高さまではられたジョロ
せ

ウグモのあみ(左)と、ナツアカネを捕 食するめ
ほしょく

す(中)。１時間後には尾の方から吸っていた(右)。

花にまぎれるワカバグモのおす(左)

と、松葉のようなオナガグモ(右)。
まつば

よたよた歩くアマガエル(左)とひなたぼっこするミシシッピアカミミガメ(中)、ジョウビタキのおすとめす(左がめす)。


